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介護現場をよくする事業経営実践塾
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介護現場をよくする

事業経営実践塾
■第４回 稼働率を上げる広報戦略

多職種連携で作るサービスの具体策

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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■第1部 13:30〜17:30
zoomセミナー（参加者のお名前やお顔は出ません）
ご意見/ご感想/ご質問（チャット）に対しリアルタイムに応答
※「すべてのパネリスト」宛にチャットをお願いします

■第2部 17:30〜18:00
希望者による口頭でのご質問・ご相談・他の参加者との交流等
参加者のお名前やお顔は出ます（ビデオOFFは可能）

■事前に資料送付、セミナー後に「動画データ」と「資料」を送付します
※急用やネット環境不良等の場合は後日動画でご視聴下さい
※法人内のみのご活用にとどめて下さい

■動画＋資料は一般販売もさせて頂きます（以前のものもご視聴可能！）

ご受講にあたって
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽。ブログ、facebookは毎日更新中、日刊・週刊のメルマガ配信中
Zoomセミナー、動画講座も配信中。介護の読書会、介護現場をよくするｵﾝﾗｲﾝ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■WJU介護事業運営コンサルタント
■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト ■全国有料老人ホーム協会 研修委員
■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師 ■一般社団法人 考える杖 理事
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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はじめに
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天晴れ介護サービスでは、介護現場をよくするということをテーマに、
管理職研修、ケアマネ向け、介護職員、新人向けのものをメインでやってきました。
（いい介護職はいても、いい介護現場はなかなかない、という問題意識）

ですが、実際の介護現場のコンサルティングとなると、
経営と介護現場がバラバラになっている、うまくつながっていない、
ということが多いと感じます。

介護現場をよくするためには現場の視点だけではうまくいかないものです。
経営も一緒によくならないとうまくいかない。
経営と現場がかみあうこと、同じ目標に向かって、それぞれの役割を果たすこと。
それが大事だと考えています。

私自身はコンサルティングの中で、実際に本部含め現場の皆さんに動いて頂き、
現場も経営も良くするという仕事をしています。
これは、経営と現場をつなぐ仕事であり、実際に動いてもらう仕事です。
これらの内容を具体的にお話するセミナーを企画しました。
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第１回の概要

6

■国の政策の方向性を知る
➢地域包括ケア、地域共生社会
➢医療の動き
➢どの資料を見るとよいのか？概要は？

■自法人の地域を知る
➢地域／競合／自法人
➢市場には自社と競合とお客様しかいない
➢どう調べるのか？どうまとめるのか？
➢生き残る法人になるためには？どういった事業をすることがよいのか？

■法人経営を脅かす様々なリスクへの対応
➢介護保険法令、人手不足、災害、感染症、虐待など
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第２回の概要
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■事業所ごとの収支
➢主に管理者が把握、経営層（本部）と現場で共有する項目
➢適正利益、適正稼働とは
➢赤字では事業が継続できない（利益は事業継続の前提条件）

■新規事業の立ち上げについて
➢公募、指定について
➢土地探し、物件探し、設計について
➢様々な法令（都市計画、消防、建築基準、介護保険、その他）
➢補助金について、借入について、建築費、賃貸等
➢財務諸表（B／S、P／L、C／S）、主な経営指標

■講師２人による対談
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第３回の概要
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■人材確保の具体策
➢お仕事説明会の開催
➢ハローワーク、各種学校との関係づくり
➢各種広告、チラシ、ホームページ、SNS等
➢紹介制度

■育成・面談の具体策
➢個人面談の具体的方法
➢体制、仕組み化、組織図の重要性

■適正人員の決め方
➢具体的手法について
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第４回の概要
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■収支から考える広報活動
➢事業の対象者は誰か？
➢適正利益から見直す

■事業所営業、広報、PRの重要性と具体策
➢営業リスト作成、営業管理表、事業所別営業記録等
➢営業トーク、チラシ等
➢ホームページ、ブログ、SNSの活用
➢「向き不向きより前向き」「誰でもはじめは初心者」

■地域広報、地域連携の具体策
■多職種協働のサービスづくり
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事業経営実践塾第４回
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■広報活動とは
■広報活動の実際
・病院の地域連携室、居宅介護支援事業所等の事業所への広報
・事業種別ごとの広報
・内部広報
・１軒１軒ローラー作戦で回る広報
・各種会合、勉強会等での広報
・ホームページ、ブログ等での広報
・日常業務の中での広報
■多職種連携で作るサービスの具体策
■家族・地域連携の具体策
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事業経営実践塾第４回
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■振り返り
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2040年の介護
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2018年5月22日 日本経済新聞より
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2040年モデル
2015年地域包括ケア研究会報告書
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■4つの取り組み
１．尊厳と自立支援を守る予防（※社会や地域の環境改善「ゼロ次予防」）
２．中重度者を地域で支える仕組みの構築（※在宅医療介護、一体的提供サービス）
３．サービス事業者の生産性向上（※専門性、地域単位の人材配置、ICT）
４．市町村・保険者による地域マネジメント

■事業者の4つの選択肢
１．現状維持
２．法人規模の拡大
３．他事業者・法人との連携
４．経営統合
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介護事業の倒産
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■「販売不振」（業績不振）が増加
原因別では販売不振（売上不振）の81件（前年比28.5％増、前年63件）が最多。
次いで、「事業上の失敗」（同57.8％減、同19件）と
「既往のシワ寄せ（赤字累積）」（同±0％、同8件）が各8件。
「運転資金の欠乏」が6件（同20.0％増、同5件）で続く。
（東京商工リサーチ）

■赤字の背景
稼働率減、報酬減、人手不足、人件費増、競合の状況（新規参入も）
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訪問介護
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通所介護
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小規模多機能
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入所系
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■状況
・利用者減、職員減の悪循環
・入所、通所ともに同じ状況（入所7割、通所6割）

■第１ステージ
・ステップ１：今の職員数で受け入れ可能な最大限まで利用者増を図る
・ステップ２：利用者増と職員増を同時並行で行う
・ステップ３：現行の加算型のまま、満床までもっていく

■第2ステージ
・強化型へ（施設・法人の一体的運営、家族支援、リハ強化等）

■第3ステージ
・超強化型へ

とある老健の事例より
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１．稼働
２．人員
３．加算、要介護度
４．経費

➢２については次回第3回で
➢１・３については第4回で

検討する順番
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事業経営実践塾第４回
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■広報活動とは
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広報活動とは
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①病院の地域連携室、居宅介護支援事業所
地域包括支援センターへ施設・事業所の紹介、広報

②内部広報

③各事業所の小学校区を目安に１件１件回って紹介

④各種会合、勉強会への参加（主催するのも有効）

⑤ホームページ・ブログ・SNS・取材記事

⑤日常業務の中での広報



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

広報活動とは
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■信頼関係があれば、利用者を紹介してもらえる！？

◎信頼関係とは何か？
→相手の将来の行動に対する期待、安心感がある関係
→お互いのことをよく知っていて、
思いやりあるコミュニケーションがとれる関係

◎まずは知ってもらうこと、そして相手を知ること
→そもそも、知らない相手は信頼などできない。安心も期待もない。

◎どんなに小さくてもよいから仕事を一緒に行うことが一番の広報活動！
→広報とは関係づくりの活動一般を指すと考える。
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広報活動とは
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■広報・PR活動とは何か？

■「相手に何かしらの変化」をもたらすために行う
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広報活動とは
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広報活動とは
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・営業活動とは異なる
→売り込むのではなく、知ってもらう、そして相手を知る
→関係づくり（地域連携活動）

・知ってもらいたいポイントを具体的にする
→老健の例：リハ、重度ケア、認知症ケア、ユニット、リピート
⻑期も、相談員やリハが継続すること

・FAQの作成
→老健の例：3か月で退所？、リハについて病院との違い
認知症の方もOK？薬について
重度化した場合は？、今の医療機関に行ける？
医療依存度高い方OK？
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広報活動の効用
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・地域資源（他社等）の存在と内容を知る
・地域資源（他社等）と顔が見える関係になる
・「入所は満員なんですよね？」「ショートは受けていないんですよね？」
「以前断られたのでダメだと思ってました」
「認知症の方には合わないんですよね？」
などといった思い込みが強いことが分かった。

・地域資源（他社等）との人間関係が深くなる
・地域資源（他社等）の困りごと、ニーズ、都合が分かる
・自社のウリを見直す（なければ作ろうと思う）
・受け入れ態勢（相談から利用までの期間が⻑い等）について改善
→広報活動がサービスの改善にもつながるのですね！（職員さんの言葉）

・ちょうど〇〇を探していたんです！というタイミングに訪問することもしばしば
・接遇がよくなる
・紹介された利用者さんを大事にするようになる
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プロジェクトメンバー（例）
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内部広報
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☑ケアマネの意見の大切さ

☑意外なほど、身内のサービスを知らない、知らせていない

☑病院、診療所、特養、地域包括、居宅、訪問看護等

☑相談員やケアマネジャーを集めて、研修会を行う

☑身内から本音の要望を聞く
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事業経営実践塾第４回
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■広報活動の実際
・病院の地域連携室、居宅介護支援事業所等の
事業所への広報

・事業種別ごとの広報
・内部広報
・１軒１軒ローラー作戦で回る広報
・各種会合、勉強会等での広報
・ホームページ、ブログ等での広報
・日常業務の中での広報
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事業所への広報活動
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事業所への広報活動
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事業所への広報活動

33

☑専門職が広報に回る意義

☑地域包括ケアの推進という大義名分
→地域包括ケア推進研修会（年３〜４回）
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事業所への広報活動

☑理想的な姿としては、各事業所の管理者がエリアごとに毎月回る

☑医療機関に対しては、医療職が行くと効果的（２人で行くのも良い）

☑広報課⻑が２〜３ヶ月に１回程度、全体を回る

☑部⻑クラスが、年に１回挨拶で回る

☑以上は満床であったとしても定期訪問として行う

☑どこを、どう回るかは各事業所とも相談するが本部で決める

☑営業管理表にて管理
結果責任の前に、まずは実施責任（やるべきことをやる！）
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事業所への広報活動
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・応対者、広報の内容、応対の印象など書き残す
・目指すは、事業所の個別ケア！
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失敗事例から見る８つのポイント
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NG例 改善例

１．無愛想 →笑顔で礼儀正しく

２．名刺を雑に扱う →すぐにしまわない、胸の高さで扱う、ヨレヨレ✕

３．話が⻑い →1〜2分で要点を、詰め込み✕、まずは挨拶程度

４．忙しいのに気付かない →忙しそうならすぐに帰る、改めて来ます

５．終業時間ギリギリの訪問 →9：30〜12：00前、13：00〜17：00前

６．資料が毎回同じ →ニュース等の新しい情報、特色を示す

７．特色が分からない →特色（取り組み、効果）、他と同じ内容はNG

８．質問にいい加減に答える →答えられないことは悪くない、後日回答でOK
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■コミュニケーション（話し上手よりも聞き上手）
・目を合わせる（鼻のあたりを見るのでも可）
・うなずき、あいづち、驚く（リアクション）

■ザイアンスの法則
・人は知らない人には攻撃的、批判的、冷淡に対応する
・人は会えば会うほど好意を持つ傾向にある（単純接触効果）
・人は相手の人間的側面を知ったときに好意を持つ。共通点があればなおよし！

■ペーシング
・ボディ・ランゲージ →姿勢、身振り、手振り、表情

→ミラーリング
・ムード →喜怒哀楽、明るい、静かなどの雰囲気 →チューニング
・ワード →言葉、話すスピード、声量、表現、口調など

→マッチング

広報活動を行うにあたって

37
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■マナーの例
・お辞儀（×首だけ、×猫背、×髪の毛直す）
・名刺の扱い（×すぐにしまう、×雑に扱う、×裏を見ない、×名刺入れがない）
・しゃべり方「これ」→「こちら」,「やっぱ」→「やはり」,「〜とか」→「〜など」
・手振り（×指差し→指をそろえて示す）

■雑談のテーマ
・まず自分から、ただし目的は相手の話を引き出すこと。相手のことを話題にする！
・相手が喜びそうなネタを日々準備、ネタ帳、広報活動の中からネタも見つかる！
・コミュニケーションは単なる情報伝達ではない（感情の交流・共有）
・親密度アップ（親密度が低いと失礼な態度も取りやすくなってしまう）

■人同士のお付き合い、ご縁と考える
・ケアマネジャーから紹介が来たら、⻑いお付き合いが始まる。パートナー。
・お互いにパートナーを選んでいる、と考える。ご縁を広げる、という感覚。

広報活動を行うに当たって
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パンフレットの例
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パンフレットの例
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パンフレットの例
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パンフレットの例
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事業所への広報活動
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事業所への広報活動
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■計画的な広報活動を行う
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稼働率が良い事業所の１０のコツ
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１．こちらから出向く！満床でも（受身はNG）
２．スピード対応
３．基本的には断らないという姿勢
４．専門的見地からの提案
５．丁寧なフィードバック
６．困難ケースをやり切る！
７．パンフレット、HPが分かりやすい
８．法人内連携で多様なサービスを実現
９．キーマンをつかむ
10．環境整備、接遇、電話対応



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

☑「○○」＋「○○○○○」

☑「○○」＋「○○」＋「○○」＋「○○」

理念 エピソード

文章 写真 口頭

46

事業所への広報活動
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事業所への広報活動

47

■再検討した項目

・体験利用
・相談や申し込みのルート
・利用決定のプロセス
・入院した方のフォロー、入院中の対応
・日常の健康管理
・職員への周知
・法人内情報共有、会議
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有力者リストの管理

48
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通所編

49
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通所編

50
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通所編

51

■短時間＆⻑時間通所リハの場合

・個別リハの充実
・通所＋訪問でリハの時間を確保
・自立支援（脱受け身）
・自主トレ
・家屋調査
・社会参加、屋外リハ
・STの配置
・短時間と⻑時間の併用
→いずれ⻑時間、という方にもというコンセプト

・短時間だと基本報酬が低いこともあり、
リハマネ加算への抵抗が少ない



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

通所編

52

■短時間リハデイの場合

・理学療法士の配置
・カフェスタイルでデイサービスらしくない
→自分はそんな歳じゃない、ジムっぽいから恥ずかしくない

・マシンがある
・ノルディックウォークが人気
・食事や入浴はない
・自立に向けての活動ができる
・成果や評価を具体的に示すことができる
・レスパイト型のデイとの併用パターン
・午前、午後について
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生活歴・生活習慣の把握
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生活歴・生活習慣の把握と活用
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生活歴・生活習慣の把握と活用
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生活歴・生活習慣の把握と活用

56

☑利用者、家族にお願いする時の3つのコツ

１．シートはＡ３にする

２．記載例をつける

３．生活歴・生活習慣をお聞きする意義を伝える



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

生活歴・生活習慣の把握
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生活歴・生活習慣の把握

58
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小規模多機能とは

59
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

お一人暮らし、高齢者世帯（独居、老々介護）

利用の変更の多い方（認知症等プラン固定化難）

デイサービスになじめない（閉じこもり、デイ嫌）

退院直後で家は不安

最期まで自宅で過ごしたい（施設は嫌！）

大人数のサービスになじめない

ショートステイ落ち着かない

仕事と介護の両立、ライフスタイルを守りたい家族

容態が変化して、柔軟な対応が必要な方

年金の範囲内で介護費用をまかないたい

限度額超

従来の
介護保険サービスの枠を
はみ出た利用者

対象者がいません！
どんな人が対象なのか分からない…

60
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訪問看護編：対象者

61
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定期巡回編

62

■定期巡回のチラシについて

・定期巡回の対象者を示す
独居／日中独居／服薬支援／食事介助／安否確認
デイ利用が少なめ（少なくなる）／退院直後
最期まで自宅で（施設は嫌）／身体介護／中重度
ターミナル／SS少な目／自立支援／アセスメント
拒否的傾向など

・イラストだけでなく、職員の写真なども入れる

・事例については、目安の料金を入れる

・事例については、第3表の形式で示す



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

◎看護アセスメント
◎集中アセスメント、段階踏んで在宅へ
◎家族都合
◎生活習慣・リハ

■ニーズ
◎経口摂取 ◎家族指導
◎排泄 ◎医療処置
◎運動機能向上 ◎入浴負担（在宅酸素など）
◎褥瘡 （卒業）
◎痰吸引回数↓
◎ターミナル
◎入退院頻回

看護小規模多機能の対象者

63
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居宅介護支援編（パンフ）

64

・基本情報（事業所名、管理者名、住所、地図、営業時間、電話番号
ホームページ（検索boxつきがよい）など）

・こんな困り事の方にどうぞ、という呼びかけ

・仕事の流れ（申請、認定、ケアプラン作成等）

・仕事内容（ケアプラン作成、連絡調整、月1回のモニタリング等）

・ケアマネ紹介（できれば顔写真と簡単な自己紹介、経験など武器にできるとよい）

・法人理念（こういう考えで介護の仕事をしています、というもの）

※併設サービス（デイ等）については、同じパンフレットに入れると、
公平中立の観点から問題も出てくるため、別パンフとしてお持ちする

※併設サービスがあるから居宅に依頼が来ることも多い！
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入所施設編

●料金＋医療依存度・重度対応＋ハード・しつらえ

65
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入所施設編

66

■とある有料老人ホームのアピールポイント

・外出イベント、家族も一緒に
・食事の時間帯を個別に対応できるよう幅を持たせて設定
・景観がよい、明るいフロア
・おいしい食事、選択食も豊富
・眠りスキャンなどの福祉用具を導入している
・タクティールケアを実施
・併設クリニックのドクターが利用者に身近でやさしい
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老健編

67

「在宅ときどき老健」として在宅をメインとした往復利用（リピート利用）で
在宅生活を支援。その結果としての看取り
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老健編

68
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老健編
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老健編
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老健編

71

診療報酬上の「居住系介護施設」には特養も含まれる（介護医療院もOK）が、
老健からの在宅復帰には介護保険施設は含まれないため特養・介護医療院は含まれない
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１軒１軒ローラー作戦で回る

72

☑小学校区や中学校区を目安に回る

☑利用者を見つけることが主目的ではあるが……

☑身近な地域に介護サービスがあることを知ってもらう！
→何か困りごとが起きた時に「あそこに相談すればいいんだ」と
思い出してもらえる存在になる

☑地域の方々と顔見知りになる、町内行事に関わる機会ができる
→犬の散歩のついでに寄ってくれる
→地域のお祭りで車いすの方が参加するためのアドバイスを求められる

☑ボランティア活動をしている人と出会える。職員になってくれる人も！
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１軒１軒ローラー作戦で回る
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１軒１軒ローラー作戦で回る

74

※こうしたことを定期的（開設時は毎週が基本）に会議で打ち合わせる。
※一人の判断に委ねないことが大切。ただし、印象というものは当事者（訪問者）
しか分からないことが多いため、その感覚を尊重することが重要
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１軒１軒ローラー作戦で回る

75
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各種会合・勉強会

76

☑ケアマネジャーの会合

☑地域の認知症研究会
（認知症専門の病院が中心になって行っている）
→広報対象者に一気に会える、効率的
→個別訪問ではないため、営業色薄く、接点を多く持てる
→研修に来る人は熱心な人が多く、サービスの良さが伝わりやすい

☑市が後援している家族会での発表
医師会主催のシンポジウムでの発表
市の敬老会でのチラシ配り（許可を得るところから広報活動となった）

☑自ら勉強会を主催
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ホームページ・ブログ等

77

☑発信に慣れること、発信上手になる

☑ホームページは受け身のツール
→アピールしないと誰も見てくれない
→見てくれたとしても、動きがないと繰り返し見てくれない
→ブログやケアマネジャー喜ぶ情報を入れる
（空き情報、パンフレットや料金表のPDFなど）

☑メルマガ、LINE等も使えないか？

☑zoomセミナーなども面白いかも

☑取材記事は宝！
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日常業務の中での広報

78

☑サービス担当者会議でアピール
→本人、家族、ケアマネジャー、医師、福祉用具、訪問看護等

☑モニタリング
→利用者、家族の声を拾う

☑訪問、送迎、外出もアピールになる

☑運営推進会議（地域密着）でもアピール

☑利用後の家族、その近所
→これまでの家族交流、地域交流が問われる
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コロナ禍での広報・営業活動

79

➢稼働低下、広報・営業活動ができない。何でもコロナのせいになっていないか？

１．玄関先で
２．インターホンで
３．関係は良いところは電話で
４．FAXで空き情報やニュースなど
５．何かのついで（実績、調整、報告、相談、担当者会議など）

・報告の精度アップ
・チラシ工夫
・HP、ブログ、SNS工夫
・サービス向上、特徴の見直し
・セミナー、zoom等使って
➢「必要は発明の⺟！！！」
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感染対策も広報・営業で周知する

80

■入所・通所・訪問
➢利用者、職員ともにマスクの着用
➢物品等の消毒の徹底
➢職員の防護服などの体制

■入所・通所
➢施設内等の消毒の徹底
➢送迎中・フロアの換気
➢発熱の基準値と発熱時の対応
➢利用者同士の距離を保つ、アクリル板等の仕切り
➢食事の際の席の工夫、食事時間の二部制

■入所
➢面会の制限について（オンライン面会の方法）
➢家族への定期的な報告
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１．定員は大切な社会資源
→空けていることは…！？お断りすることは…！？
もちろん、受ける側の体制整備は不可欠。

２．一定の売上を得ないと給料も払えない、利益がないとモノも買えない。

３．いいサービスをしても赤字では事業は継続不可。利益は事業継続の前提条件！

４．まずは満床、満員にすることが大事。体制も整えつつ。

５．事業所が求められる役割を果たすこと（→これが売上にも影響する）

６．在宅生活支援、自立支援、看取りのためにも
利用者本人・ご家族のことをもっと知る。
→今だけ見ても分からない。過去にヒントを探る
→その人らしい暮らし、諦めている暮らし。生活歴・生活習慣の把握と活用

※利用者、家族面談が大切なように、職員との会議・面談も重要になる！

稼働率向上についての共通認識

81
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生活歴・生活習慣の把握

82
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地域との連携について

83

■地域という言葉はよく使われるが、
地域とは一体何か？

➢２つの地域があると考える

→「○○○」にとっての地域

→「○○○」にとっての地域
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地域との連携について

84
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・広報活動導入
・ツール作成
・PDCA管理
・指標づくり
・内容の助言
・コアメンバーミーティング
・利用者受け入れ態勢
・体験利用
・現場主任対応
・利用決定のプロセス
・サービスのあり方
・現場のオペレーション

・経営者への報告、調整
・新たな役割分担
・スタッフ全員への周知
・人事、組織
・考え方、行動
・会議、朝礼
・加算、減算
・地域専門職向けの研修会
・QA
・情報整理
・情報共有の流れ、仕組み

85

広報活動のコンサルティング
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事業経営実践塾第４回

86

■多職種連携で作るサービスの具体策
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こんな時期だからこそ、改めて考える
自らの仕事・事業の理念・哲学

87

■天晴れ介護サービス総合教育研究所 研究方針（H27.11）
１．制度、経営、リーダーシップ、看護、リハビリ等、介護現場を取り巻く様々な

要素を巻き込んで改善をする「総合教育」を行う
２．第一に、利用者の立場に立って是非を考える価値観を持つ
３．オールラウンドでバランス感覚のあるジェネラリストとしての視点で研究開発を

行う
４．コンセプトとノウハウの両者をあわせ持つ
５．15年間の豊富な現場経験に基づいた現場で実践できる具体的な方法論を確立する
６．人の資質に依りすぎない、仕組み・システムを構築する
７．顧客が求める内容に可能な限り応じるサービス精神を持つ
８．経営者、幹部、管理者、介護職等の複眼的な視点を持つ
９．論理と同時に感情を重視する
10．常に本質的なテーマを掘り下げる
以上の経営理念、研究方針に賛同して頂ける方と仕事を行います
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こんな時期だからこそ、改めて考える
自らの仕事・事業の理念・哲学

88

自身が介護事業を行うならどんなコンセプトか？
以下、1〜10がケアについて、11〜20が組織・チームについて。
■天晴れ介護サービス 介護事業コンセプト（案）2020.8.9
１．利用者・家族の意向+専門的視点
２．生活歴・生活習慣に基づいた個別ケア
３．脱受け身ケア・自立支援・役割創出
４．基本スキル重視（マニュアル+応用）
５．利用者・家族から見て一気通貫のケア体制（軽度から看取りまで）
６．共生サービス（グループケア、単なる症状別ではない）
７．家族支援
８．地域連携
９．医療をはじめ、各種資源・制度との連携
10．困難事例の受け入れ
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こんな時期だからこそ、改めて考える
自らの仕事・事業の理念・哲学

89

自身が介護事業を行うならどんなコンセプトか？
以下、1〜10がケアについて、11〜20が組織・チームについて。
■天晴れ介護サービス 介護事業コンセプト（案）2020.8.9
11．継続的な学習（これでよい✕、自責と成⻑）
12．質の向上と省力化を同時に行う
13．社会人マナーの重視
14．共通目標、役割分担、協力（リーダーシップ＆メンバーシップ）
15．周知・意見交換・徹底
16．適正利益の確保（よいことを継続するために）
17．職員のニーズ（共通+個別）
18．ケアする人のケア
19．全体最適
20．モデルケースとなる
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様々なニーズにどう対応するか

90

・独居、老老
・生活困窮
・家族も病気、障害等
・身体的な自立支援
・認知症
・重介護
・医療依存度高
・早期退院
・誰もが入所できるわけではない
・在宅での療養支援
・自宅、施設での看取り
・共生
・予防、生活支援
・科学的介護（有効性、再現性）

ニーズの増大・多様化に対して
サービスの担い手不足

事業所の枠を超えて
職員が活躍できる仕組み

法人の枠を超えて
職員が地域で活躍する

多職種によるチームケア
共通目標＋役割分担＋協力
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多職種連携について

91

・うまくいっている法人は、概ね職種間の垣根がない
→一見するだけでは、誰が看護職で誰が介護職か分からない
→分業し過ぎていない、役割分担はあるが協力しあっている

・ある通所介護事業所の業務分掌
職種 職務

生活相談員 １．通所介護の利用の申込に係る調整に関すること
２．通所介護計画に作成に関すること
３．介護サービスの提供に関すること

看護職員 １．利用者の健康管理に関すること
２．介護サービスの提供に関すること

機能訓練指導員 １．利用者の機能訓練に関すること
２．介護サービスの提供に関すること

介護職員 １．介護サービスの提供に関すること
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多職種連携について

92
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多職種連携について
職種 職務

生活相談員
ケアマネジャー

１．医師、リハビリ職、看護職、介護職、家族などの専門性や
意向を統合して、ケアプランとしての方向性を出す

２．利用者様、家族の代弁者として、職員へ伝達
３．リーダーというよりは、コーディネート役、事業所の顔
４．社会資源、サービスなどの情報を豊富に持ち、提供する
５．事業所の状態に応じた受け入れ方の検討
６．利用契約、ケアマネジメントプロセス
７．家族との連携
８．行政との連携
９．広報活動に関すること
10．請求業務
11．通所介護計画に作成に関すること
12．介護サービスの提供に関すること

看護職員 １．利用者の日常の健康管理
２．医師、リハビリ職等の医療職との連携
３．薬の管理
４．医療依存度が高い方への対応
５．食事形態、排泄の管理
６．急変時の対応
７．介護職等への丁寧な教育
８．介護サービスの提供に関すること 93
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多職種連携について
職種 職務

リハビリ職
機能訓練指導員

PT（動作を専門）
１．筋力訓練、関節可動域の訓練
２．移動や食事、入浴、排泄等のADLの機能回復
３．福祉用具や住宅改修の提案
４．日常の機能訓練や動作の注意点を指導
５．自立支援の方法を提案
６．機能の評価、できるできないの見極め
７．医師、看護職等の医療職との連携
８．他職種への丁寧な教育
９．介護サービスの提供に関すること

OT（上記PTに加えて以下のことを行う）
１．動作とともに楽しみながら自然とリハビリになるアクティビティを提案

ST

１．言語障害について、適切なコミュニケーション方法を提案
２．嚥下障害について、適切な食事形態を提案、経口摂取の取り組み
３．機能の評価、できるできないの見極め
４．医師、看護職等の医療職との連携
５．他職種への丁寧な教育
６．介護サービスの提供に関すること 94
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多職種連携について
職種 職務

介護職員 １．介護に関すること
２．常に利用者の一番近くにいる存在になる

→異変の発見、できること、得意なこと、好きなこと、できそうなこと
できないことなどの発見、利用者の代弁

３．心身ともに元気になってもらうための取り組み
４．いつも側にいてほしい、側にいると安心と思われる人になる
５．医師、看護職等の医療職との連携
（以下、利用者担当介護職の職務）
・一番親身であり一番情報を持っていて、他の職員に担当利用者のことを伝える
・衣類や物品の管理（季節にあった衣類が用意されているか？）、不足の確認
・衣類や靴が状態や足にあっているか確認
・家族に依頼する物などあれば、上司などを通じて家族へ依頼
・居室の管理（タンス・物品の整理整頓、その他普段の清掃で行き届かない点）
・ケアプランが実施されているか確認し、できていなければ呼びかける
・状態の変化を把握し、介護内容の見直しが必要なら、中心になって検討
・毎月、個別状況表の内容の訂正、追加など
・毎月のご家族へのおたより作成
・ケアプラン更新時のアセスメントについてケアマネジャーに意見を伝える
・サービス担当者会議への参加、新規利用時の面談に同席
・利用者個別の要望への対応（外出、買い物、記念日の過ごし方等）
・毎月の個人記録のチェック 95
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多職種連携について
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合意形成について
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ケアマネジャーに求められるもの
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事業経営実践塾第４回

99

■家族・地域連携の具体策
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家族との関係づくり、家族支援

100

・最初の説明
→法人のサービス全般、面談、家族のできること

・生活歴、生活習慣の把握
→「今」だけでなく、以前の暮らしの様子も知る
→利用者本人や家族は、これからの暮らしについてどう考えているか？

・家族面談
→モニタリングを中心に、報告と意見交換
→知ってもらう、知る、関係づくり

・家族会
→法人のサービスを知ってもらう、取り組みの報告、制度の説明
意見を聞く場づくり、家族同士の交流
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様々な工夫

101

平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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様々な工夫
平成２６年度小規模多機能型居宅介護による地域支援のあり方
に関する調査研究事業報告書 より
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鞆の浦さくらホームの取り組み

広島県鞆町、人口約3900人、高齢化率49.3％、
後期高齢者約29％（2065年の日本の姿）
著者は理学療法士。地域の介護に責任を持つ存在になろう、という取り組み

鞆の浦さくらホームの取り組み

112
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「はじめに」より

生活上の困難があっても「自宅に住み続けたい」「この町で暮らしたい」という人はたく
さんいます。

そういう人たちの希望を叶えるには、地域に介護施設をつくって、そのなかで専門職が介
護をするだけでは十分ではありません。

年齢を重ねても、障がいがあっても、「この町には自分の居場所がある。地域の人に受け
入れてもらっている」と思えるような町を作っていく必要があります。

私たちは、さくらホームが人と人とをつなぐ「ハブ的存在」になるよう工夫しながら、誰
もが地域の一員として暮らせる「地域共生」の町を目指して活動を続けてきました。

当然ですが、地域の人たちの意識や感覚がすぐに変わっていくことはありません。私たち
の思いを理解してもらうには時間がかかりました。

最初の5年は無関心との「闘い」でした。でも、5年が過ぎると徐々に変化が見えてきて、
10年が経つと明らかに町の人たちの意識が変わっていくのがわかりました。

はじめに

113
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義父の脳梗塞、介護の始まり
・車いすを押して散歩
→義父を見た地域の人はどこかよそよそしい。見て見ぬふりをする人も。

・居酒屋に行きたいという義父。その日は自分で服を選ぶほど楽しみに。
→ところが、居酒屋では、かつての飲み仲間が憐みの目を向けてくる
→「こんなになってしもうて、かわいそうに・・・」という言葉
→義父を腫れ物にさわるように扱い、優しい言葉はかけてくれるものの一緒に居づらいよ
うで、すぐにいなくなってしまう

・地域の人たちは、義父にどう接したらいいかわからなかった。悪気があったわけではあ
りません。けれど、今までのように受け入れてもらえないと感じた義父はすっかり気落ち
した。全く家から出なくなった。

・リハビリも全くしなくなった。やがて怒ってばかりいるようになった。
・大声で怒鳴る。夜中に何度も起こされる。パート、子育て、家事、地獄の日々。

・今まで「一家の⻑」だった自分が、あっという間に「家に迷惑をかける存在」にり、外
に出ても知り合いからは「特別扱い」されてしまい、居場所がない。生きている意味があ
るのか・・・。悲しくて悔しくて、それを怒りで表現していたのでしょう。介護する側も、
される側も「こんな暮らしは耐えられない」という気持ち。

義父の脳梗塞、介護の始まり

114
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それから、１年後のことそれから１年後のこと

115

・町は祭りの準備。住⺠同士の結束を高める機会になっている。
「私、準備しているところを見に行きたいから、お義父さんも行ってみん？」「わしは行
きとうないけど…」と言いながらも、一緒に出掛けた。

・義父の友人の息子さん「兄さんよう来たなぁ、こっち来てビール飲みない！」ごく普通
に話しかけてくれた。
→「ビールなんか飲ましちゃいけんじゃろ」「ええんです。家でも飲んどります」「ずっ
とここにおって疲れんかの？」「このくらい大丈夫ですよ」地域の人は、これまでと同じ
ように義父に接すればいいとわかったようで、だんだんと自然に話しかけてくれるように
なった。

・「兄さん、これは、昔はどうしとったかんかな？」「あれは、どうしたらええんじゃろ
うか？」問いかけに対し、義父も自然に答える。そこには義父の居場所があり、義父らし
い生き生きとした姿がありました。

・義父が変わったのは、その日から。リハビリを自らするようになった。
→町に自分の居場所があると実感した義父は、生きる意欲を取り戻したのでした。車いす
で不便はあるけれど、ビールも飲めるし、人柄は以前と変わらないということがわかって、
地域の人も義父に対して普通に接してくれる。大切なのは、理解してもらうということで
した。そうすれば、義父は「かわいそうな人」ではなく、「地域の先達」となるのです。
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施設をつくることになって

・認知症のお年寄りに対する住⺠の無理解は、根強いものがあった。
「認知症になると人格が壊れるから何をするかわからない」と思っている人が少なくな
かった。「タバコなどの火の始末はどういう対策をするつもりか」「施設におるお年寄り
が外に出てきたらどうするんじゃ」
私は丁寧に対応し続けましたが、自分がやりたいことを地域の人に理解してもらうにはま
だまだ時間がかかることを覚悟したのでした。

・ホーム内だけでケアをするのではなく、地域とのつながりが切れないよう、利用者さん
を町へ連れ出して一緒に散歩や買い物をしていました。すると、「あんな状態の人を歩か
せてええんか」「見せ物にするんか」という声が聞こえてきた。「家におらせるより、施
設に入ったほうが安心じゃろう」支援が必要な高齢者は介護施設内にいるべきという感覚

・しかし、見慣れた景色の中で過ごし、親しいとのふれあいがあってこそ、利用者さんは
安心できます。そういったことを理解してもらおうと、地域の人たちが集まる場所での情
報発信を続けた。⺠生委員の集まりや町内会連絡協議会へ出向き、時間をくださいとお願
いをして話をさせてもらっていました。
「認知症が増えるわけない。わしらをおどす気か！」
「ここをボケ老人の町にするつもりか」
「あんたのとこで儲けたいだけじゃろう」
「ええことをしとると思ったら大間違いやぞ。近所迷惑なんじゃ！」

施設をつくることになって

116
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さくらホームの取り組みさくらホームの取り組み
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１．全体へのアプローチ→公の場で話す機会を設ける
２．個々へのアプローチ
→利用者さんのまわりの人との関係性を築いていくことを、より丁寧に行う。地域の人に
はきちんと挨拶をして、訪問したら近所の人と雑談。散歩するときには、出会った人と積
極的にコミュニケーション。
そうやって信頼関係のベースをつくりながら認知症のお年寄りへの対応方法を少しずつ伝
えるようにした。「あんまり反応がなくても、ゆっくり声をかけてもらえると〇〇は嬉し
いんですよ」「代金の払い忘れなどおかしいなと思ったらまず私たちに連絡して下さい」

１．さくらホームの建物を出入りしやすく、過ごしやすいものにする
２．一人一人に合ったケアをする
３．町のどの地区からもアクセスしやすいように複数の拠点を設ける

人がこれまでの人生で大切にしてきたことはさまざま。たとえば、近所の商店に買い物
に行くことや、町のたまり場に顔を出すことなど。そして、ほとんどの場合、大切にして
いることには人間関係をともなうもの。だからその関係が維持できるようなケアプランに
する。
介護職の支援が入ることで、これまでその人を気にかけてくれていた人たちが離れて

いってしまうことがある。もう専門の人に任せればいいと思う。けれど、人間関係を失っ
てしまっては、その人の居場所がなくなってしまう。「利用者さんを地域化する、スタッ
フを地域化する」
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地域の中で支える、ということ地域の中で支えるということ

118

「これでわしらも、死ぬまで家でおれるなぁ」要介護の方が安心して自宅で過ごせるよう
になったのは、スタッフが彼らを「地域の中で」支えようとしてきたから。ホームの中だ
けでケアをするのではなく、利用者さんが自宅で暮らしながら地域の人たちと関わりを持
ち続けるための介護。

重視していたことは、利用者さんのこれまでの日常生活を知り、交友関係を把握すること。
そうすることによって、どんなサポートをすれば利用者さんがこれまでに近い生活を続け
られるかがわかる。生活の中で困難になっていることをサポートするだけではなく、切れ
かかっている人間関係の間に入って再構築することもある。端的に言うと、介護職が利用
者さんと深く関わるとともに、地域の人間関係の中にどんどん入っていった。

地域の中で活動するうちに、利用者さんのみならず住⺠たちの変化を目の当たりにする。
鞆町は住⺠同⼠のつながりが深く、昔ながらの地域コミュニティが残っている町。ただ、
介護が必要となり、介護サービスを利用するようになった人とのつながりは切れてしまう
場合がほとんど。

「介護のことは私たちが責任をもちます。でも、要介護になった人にはこんなふうに関
わってくれたら嬉しいです」そう言って、無理のない範囲で見守りや声かけをお願いした。
最初は「そんなことはできない」と言う地域の人もいた。でも私たちが熱心に活動してい
る姿を見て、次第に多くの人たちが要介護のお年寄りを気にかけ声をかけてくれるように。
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専門職が入ることによる新たな互助

プロの支援に加えて、挨拶などご近所さんからのちょっとした関わりがあるだけで、利用
者さんは安心して地域にいることができる。これまでの人間関係が維持されることで、地
域の中に自分の居場所があることを実感しながら暮らしていける。そうやって支援されな
がら自宅で暮らすお年寄りの姿を見て、地域の人たちは見守り、見守られることの大切さ
を実感。

鞆の町にはもともとお互いを「気にする」文化はあった。けれど、多くの人は介護が必要
になった人にどう対応していいかわからなかった。

そこにプロの介護職が入ることで、住⺠の中に「ここまでは私たちが助けられるけれど、
ここからはプロに頼ればいい」という感覚が生まれた。支えられるところを支えるという
「気負わない支援」をする環境が、介護職の働きかけによって生まれた。この「気負わな
い」というところが重要。
支えてくれる地域の人たちにあるのは、「相手を助けたい、力になりたい」という強い信
念ではなく、「誰かせんといけんじゃろ」「近所におるからしゃあないな」という感覚。

自主的な行動ではあるけれど、この町の互助には無理な緊張がない。だからこそ、継続し
ていけるのだと思う。過去にも、鞆には互助に近い文化はあったたが、介護職がしっかり
と地域に関わることで、新たな互助が構築されていると感じる。

専門職が入ることによる新たな互助
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利用者は住民、普通の暮らしを支援する

地域での生活を支えようとすると、相手の人生そのものに関わることになる。要介護の方
を介護サービスの対象者ではなく「住⺠」としてとらえ、地域の人たちとともに介護をし
ていると、変化に富んだケアができる。そして、そこで起きるさまざまなハプニングを職
員間で共有して喜び合えることが、おもしろい。

当時はまちづくりというよりも、生きづらさを抱えながらも「鞆に住み続けたい」と願っ
ている人の居場所をつくりたかった。「支援が必要な人が、鞆の町で“普通の暮らし”をす
るにはどうすればいいか？」を考えた結果、出てきた答えがまちづくり。

普通の暮らしとは、自分の選択で行動できる自由、地域の中での役割、自分を認めてくれ
る人間関係が、当たり前にある暮らし。そのためには、支援が必要な人への偏見をなくし、
普通に関わり合い、支え合う文化をつくらなければならないと感じた。

そんな私の思いの原点にあるのは、「鞆が好き」というシンプルな気持ち。
※私は兵庫県で生れ育ち、23歳のときに鞆へ嫁いだ。実を言うと、最初はこの町のことが
それほど好きではなかった。狭い町なので、人と人との距離が近く、隣近所の事情はすぐ
に伝わる。プライバシーを保てず、精神的な窮屈さを感じることもあった。特に仕事で忙
しいときは、地元の人間関係を煩わしく感じ、あえて暗くなってから帰宅することもあっ
たほど。

利用者は住民、普通の暮らしを支援
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スタッフについて

スタッフは、ケアカンファレンスの中での意見交換によって学び、成⻑していくようです。
ただ、スタッフのケアについて、私が疑問を感じたときは、「そのケアはよくないんじゃ
ない？どういう裏付けがあるん？」と率直に尋ねる。答えられなかったら「そんなことも
わからんの？専門職が！」と叱る。

開設当初、私はさくらホームが目指す介護を実践しやすいのは、地元出身の介護職だと
思っていました。確かに、町内会⻑や⺠生委員とやりとりするときは、地元のスタッフの
ほうが信用してもらいやすいようでした。けれど、地域の人が家の事情などを相談しやす
いのは、鞆以外に住むスタッフだったのです。距離感があるほうが話しやすいこともある
のでしょう。
それぞれに役割がある。

住⺠との関わりは模索の連続。トラブルや苦情はチャンス。トラブルや苦情にきちんと対
処することで、自分たちの姿勢を理解してもらえる。協力者になってくれることだってあ
る。

さくらホームが地域を変えていったのか？
それとも、地域がさくらホームを変えていったのか？

スタッフについて
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事業経営実践塾第４回
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■広報活動とは
■広報活動の実際
・病院の地域連携室、居宅介護支援事業所等の事業所への広報
・事業種別ごとの広報
・内部広報
・１軒１軒ローラー作戦で回る広報
・各種会合、勉強会等での広報
・ホームページ、ブログ等での広報
・日常業務の中での広報
■多職種連携でつくるサービス
■地域連携の具体策
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本講座（全５回コース）

■5月28日（木）13：30−18：00
第1回「地域包括ケア・共生社会における法人経営総論」
■6月23日（火）13：30−18：00
第2回「新規事業と収益力向上の具体策」
■7月28日（火）13：30−18：00
第3回「人材採用難時代に打ち勝つ、採用・育成・定着の具体策」
■8月24日（月）13：30−18：00
第4回「稼働率を上げる広報戦略、サービスづくりの具体策」
■9月28日（月）13：30−18：00
第5回「働き方改革、労務問題に強くなる具体策」＆「全5回のまとめ」

天晴れ介護サービスのホームページ（「天晴れ介護」で検索）より
お申込み、受付を開始しております！
➢単発でのご受講も可能です。
➢全5回コースをご受講の場合は約1回分お安くなります。
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第５回（最終回）の概要
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■これまでの振り返り
➢成⻑と安定のバランス
➢人材の重要性、同時に大きなリスクでもあるということ

■働き方改革、労務問題に強くなる具体策
➢労務上の課題、働き方改革、就業規則
➢パワハラの防止
➢人事考課制度、等級、賃金制度

■講師2人による対談

■全5回のまとめと目標設定、計画、実施について
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講演・コンサルティング実績と主なテーマ
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著書・雑誌連載
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天晴れ介護サービスのオンライン企画
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１．現場力強化シリーズ（管理者向け、ケアマネ向け、新人向けなど）
２．経営力強化シリーズ（事業経営実践塾等）
３．法定研修シリーズ（身体拘束、虐待、個人情報等）
４．ニュースまとめ（月１回のマンスリージャーナル、facebookライブ）
５．ビジネススキル（社会人として身につけておきたい基本）
６．マニュアル・データシリーズ（経営力向上に資するマニュアルやデータ）
７．テーマ別グループコンサルティング（5人限定）
８．個別相談会（無料、月5名程度）
９．セミナーダイジェスト（facebookライブにて）
10．対談シリーズ（facebookライブにて）

➢１回２時間程度
➢顔出し・名前出しなし！
➢セミナー終了後に「動画」と「資料」を
お送りしますので、当日都合が悪い方もご受講頂けます

➢法人内研修にもご活用頂けます
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８月のオンライン企画（詳細はHPより）
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➢8月3日（月）
20：00〜21：00 facebookライブ（山下総司さんとの対談ライブ！）

➢8月8日（土）
10：00〜12：00 小規模多機能zoomセミナー（第２回）
19：30〜21：30 ケアマネジャー向けzoomセミナー（第４回）

➢8月22日（土）
10：00〜12：00 管理職向けzoomセミナー（第４回）
14：00〜15：00 facebookライブ（マンスリー・ジャーナル８月号）
19：30〜21：30 法定研修シリーズzoomセミナー（第２回）

➢8月24日（月）
13：30〜18：00 事業経営実践塾（第４回）

➢8月26日（水）
21：00〜22：00 facebookライブ（７月のzoomセミナーダイジェスト）
※職場をよくする対話型リーダーシップ実践会限定

➢8月27日（木）
9：00〜13：00 zoom無料相談会（お一人様30分）4枠あります！

➢8月28日（金）
14：00〜16：00 秋冬に備える！コロナ対策マニュアル解説セミナー（介護現場編）
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９月のオンライン企画（詳細は後日）
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➢9月12日（土）
10：00〜12：00 小規模多機能zoomセミナー（第３回）
14：00〜15：00 facebookライブ（内容未定）
19：30〜21：30 ケアマネジャー向けzoomセミナー（第４回）

➢9月21日（月）
10：00〜16：00 zoom無料相談会（お一人様30分）５枠
21：00〜22：00 facebookライブ（８月のzoomセミナーダイジェスト）
※職場をよくする対話型リーダーシップ実践会限定

➢9月22日（火）
10：00〜12：00 管理職向けzoomセミナー（第５回）
14：00〜15：00 facebookライブ（マンスリー・ジャーナル９月号）
19：30〜21：30 法定研修シリーズzoomセミナー（第３回）

➢9月25日（金）
14：00〜16：00 秋冬に備える！コロナ対策マニュアル解説セミナー（コロナ特例編）

➢9月28日（月）
13：30〜18：00 事業経営実践塾（第５回最終回）
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介護現場をよくする事業経営実践塾
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